
ご挨拶 
 日に日に暖かさが増し、春の訪れもすぐそこ

に来ている様な気が致します。地域の皆様にお

かれましては、お健やかにお過ごしのことと思

います。 

 3月に入り、皆様のご家庭では嬉しいお便り

が届き卒業に進学と就職といった出来事や家族

の元を離れ一人暮らしなど新たな人生の第一歩

を歩きだされた方も多いのではないでしょうか。 

 私は、仕事を始めてはや7年目が終わり8年

目へとなります。日々思うことではありますが、

お客様のご自宅の新築工事やリフォーム工事を

させていただくにあたり、新たな発見や勉強の

毎日です。まだまだ勉強が足りないと思ってい

ます。お客様にとって一番最適な商品を選びご

提案できるよう今後も勉強を続けていきたいと

思います。7年という月日は終わってしまうと

早いものですが、振り返ると日々色々なドラマ

がありそこには、各々のご家庭やご家族の家族

構成も違い求められている事も様々です。各ご

家庭に合ったニーズをコーディネートし、ぬく

もりをデザイン出来るようなコトをご案内して

いきます。 

まだまだ寒さが戻り、体調を崩しやすい時期で

はありますがご自愛下さい。 

    

       乗富 良太郎 

想い[リフォームってなんだろう] 

 今まで住み慣れた家をリフォームする時とは

どんな時でいつやってくるのだろうか。     

 住宅設備機器の老朽化や省エネ設備機器への

交換であったり、今の住まいへの不便であった

り不自由を感じられた時かと思います。 

 例えば老後に備えての段差の解消や手すりの

設置、間取りの変更など様々なことが考えられ

ます。今の住まいより、より快適で便利に 

リフォームを行うためには、丁寧に時間をかけ

お客様との会話を通して本質的な家の問題点を

汲み取り疑問にお答えしながらより良い暮らし

へとご家庭に応じたプランをご提案致します。 

 ライフスタイルや将来の展望、住まいに対す

るこだわりは千差万別で、むしろ寸分違わぬ理

想を見つけることほど困難な作業はありません。

だからこそ、お客様それぞれが持つ多種多彩な

こだわりに丁寧に耳を傾け、単なる物（住宅機

器等）の入れ替えではなく、「理想の住まい」

を再構築するための最適なリフォームプラン、

最適な工程、最適な技術者をコーディネートし、

理想を目に見えるカタチとして、ご提供するこ

とが私たちの重要な役割なのです。お客様の

ニーズをコーディネートし、ぬくもりをデザイ

ンすることが、私たち、乗富材木店の使命です。 

 

 

柳川市三橋町蒲船津56-5 

TEL：（0944）74-1000 
FAX：（0944）72-9414 

お客様担当：稗田（ひえだ） 

〈お知らせ〉 
弊社の「ホームページ」が開設致しました。暮

らしのコト、生活のコトを発信していきたいと思ってお
ります。 

HP:http://noritomi.jp/ 



お客様担当：稗田（ひえだ） 

一言：もっと快適に暮らしに寄り添う 
   リフォームをご提案致します。 

TEL：（0944）74-1000 

[リフォームの進め方について] 

今のお住まいで気になっているところはありませ

んか。満足度の高いリフォームの計画には思った

以上に時間を要します。住まいを快適にしたいと

お考えの方は早目の相談をおすすめ致します。 

●住まいに関する小さなお悩みもご相談ください。 

 住まいのリフォームで暮らしが快適になることが 

 たくさんあります。 

「理想の住まい」を再構築してみませんか。 
まずは「トイレ」でこのようなお困り事や、不便さを感じていませんか。 

・和式のトレイでは姿勢が辛くなってきた。 

・入口に段差がある、トイレが寒い。 

・便器の汚れが目につくようになった。 

・トイレが狭く、掃除用具やペーパー入れの収納がない。 

これ以外でも脱衣室や浴室でのお困り事が各家庭であるかと思います。 

●引き継いだ家に住み続ける 

今回ご縁がありご依頼をいただきましたリフォームは築50年のお宅です。 

以前一度床材を当社よりご購入されたお客様でした。 

今回は和室の畳をフローリングに変え一緒に建具の敷居を取り替える工事をさせてい

ただきます。出来上がりが楽しみです。 

 

 

外壁塗装 
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ご要望のリフォームができるまで。 

リフォームで解決できる！年代別の住まい～50代・60代 

年代別のニーズに合わせてリフォーム！ 

＜50代＞ 
子供独立後、夫婦二人の時間を大切にする家に。 
老後のことも考えて、リフォーム需要の大きな世
代です。 
さらに「親の介護」という問題も出てきます。同
居を考えている人も少なくないはず。 
最近の建物なら、バリアフリーが標準仕様になっ
ていますが、かなり古い住宅の場合は 
大掛かりな工事を想定しておきましょう。 
さらに、余った子供部屋を有効活用して、広いリ
ビングダイニングにすれば 
たまに帰省するお子様や、友人とゆったり集まれ
る空間ができます。 
セカンドライフを楽しみながら、将来の不安も取
り除けるリフォームを。 

＜60代＞ 

シニア世代に人気！自分だけの趣味部屋。 

夫婦二人の時間が急に長くなる世代です。 

「一人の空間」「自分だけの時間を過ごす」こう

いった要望が増えてきます。 

ひとつの部屋を、ふたつの目的で使えるようにリ

フォームしてみてはいかがでしょうか。 

間仕切り壁を撤去して、引戸を設置します。 

格子や半透明の引戸にすれば、開放感は残したま

ま空間を仕切れます。 

＜50代・60代＞ 

 子供の独立後、夫婦２人の時間を大切にする

家に。老後のことを考えてリフォームをし、バ

リアフリーにしたり、リビングを広くし帰省し

てくるお子様や友人とゆったり集まれる空間を

つくりセカンドライフを楽しみながら将来の不

安も取り除けるリフォームを。 

 また、「一人の空間」「自分だけの時間を過

ごす」などといった一つの部屋を二つの目的で

リフォームしてみてはいかがでしょうか。 

http://toire-rescue.net/trouble.html#wa

